
第555号
ホームページアドレス／http://www.village.ikusaka.nagano.jp/

世帯 710戸／人口 1,642人／男 825人／女 817人／前月対比　8人減
発行 生坂村役場（TEL.0263-69-3111)／印刷 川越印刷　松本市城西（TEL.0263-32-0131)

22024 月号

全力で！ 悪鬼退散！
児童館・保育園　節分の豆まき

関係記事は裏表紙に掲載



新
春
の
引
き
締
ま
っ
た
空
気

漂
う
一
月
七
日
（
日
）、
生
坂
村

消
防
団
出
初
式
を
生
坂
中
学
校

体
育
館
で
挙
行
し
ま
し
た
。

令
和
五
年
中
は
、
村
内
で
建

物
火
災
の
発
生
や
豪
雨
に
よ
る

内
水
の
防
御
な
ど
、人
災
・
天
災

の
怖
さ
を
感
じ
ま
し
た
が
、
日

頃
の
予
防
消
防
に
徹
し
た
団
員

の
努
力
や
、
各
区
に
よ
る
防
災

訓
練
を
通
じ
て
、
村
民
の
皆
さ

ん
の
防
火
・
防
災
意
識
の
高
ま

り
も
感
じ
る
一
年
だ
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
消
防
施
設
整
備

協
力
者
や
退
団
者
へ
感
謝
状
、

第
一
分
団
に
特
別
無
火
災
章
、

対
象
団
員
に
は
永
年
の
功
績
に

対
し
て
各
章
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
消
防
団
は
、村
民
の
生
命
・
身

体
・
財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、災

害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い

ま
す
。

《
団
員
表
彰
》

○
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
（
二
名
）

副

団

長
　
原
田
　
静
雄

第
一
分
団
元
分
団
長  

橋
井
　
　
崇

○
長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

特
別
無
火
災
章

第
一
分
団

永
年
勤
続
功
労
章
（
一
名
）

第
二
分
団
部
長
　
小
山
　
哲
矢

功
　
労
　
章
（
一
名
）

第
一
分
団
分
団
長
　
腰
原
　
智
幸

努
　
力
　
章
（
一
名
）

本

部

長
　
吉
川
　
祐
貴

精
　
績
　
章
（
一
名
）

第
三
分
団
分
団
長
　
岩
間
　
大
地

技
　
術
　
章
（
一
名
）

第
二
分
団
分
団
長  
瀧
澤
　
　
学

精
　
勤
　
章
（
四
名
）

第
一
分
団
班
長
　
久
保
田
智
也

第
二
分
団
班
長
　
竹
内
　
一
将

第
三
分
団
班
長
　

房
　
　
篤

第
三
分
団
班
長
　
星
野
　
　
卓

　
活
動
に
は
、
ご
家
族
や
村
民

の
皆
様
の
ご
理
解
が
必
要
で
す

の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
受
章
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。 

（
敬
称
略
）

《
消
防
施
設
整
備
感
謝
状
》

○
生
坂
村
長
感
謝
状

上
生
坂
　
　 
平
林
　
脩
子

《
退
職
者
感
謝
状
》

○
松
本
消
防
協
会
長
感
謝
状

元
第
一
分
団
分
団
長
　
唐
澤
　
智
範

元
第
一
分
団
分
団
長
　
平
林
　
真
一

元
第
一
分
団
部
長
　
吉
原
　
澄
夫

元
第
二
分
団
団
員
　
瀧
澤
　
健
太

○
生
坂
村
長
感
謝
状

元
第
一
分
団
分
団
長
　
唐
澤
　
智
範

元
第
一
分
団
分
団
長
　
平
林
　
真
一

元
第
一
分
団
部
長
　
吉
原
　
澄
夫

元
第
二
分
団
団
員
　
瀧
澤
　
健
太

元
本
部
団
員
　
倉
科
　
晴
香

○
松
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
　
績
　
賞
（
九
名
）

第
一
分
団
分
団
長
　
腰
原
　
智
幸

第
二
分
団
分
団
長
　
瀧
澤
　
　
学

第
三
分
団
分
団
長
　
岩
間
　
大
地

第
二
分
団
部
長
　
小
山
　
哲
矢

第
一
分
団
班
長
　
吉
井
　
一
宏

第
二
分
団
団
員
　
平
林
　
正
喜

第
二
分
団
団
員
　
坂
爪
　
浩
之

第
三
分
団
団
員
　
腰
原
　
　
永

第
三
分
団
団
員
　
藤
澤
　
友
宏

功
　
労
　
章
（
一
名
）

第
二
分
団
副
分
団
長
　
瀧
澤
　
雄
樹

精
　
績
　
章
（
二
名
）

第
三
分
団
副
分
団
長
　
藤
澤
　
　
健

第
三
分
団
部
長
　
山
本
　
政
和

精
　
勤
　
章
（
五
名
）

第
一
分
団
班
長
　
久
保
田
智
也

第
一
分
団
班
長
　
上
條
　
圭
佑

第
三
分
団
班
長
　
星
野
　
　
卓

第
一
分
団
団
員
　
太
田
　
　
翔

第
一
分
団
団
員
　
曽
根
原
　
要

○
生
坂
村
長
表
彰

無
火
災
章

第
一
分
団

○
生
坂
村
消
防
団
長
表
彰  

勤
続
功
労
章
（
二
名
）

本
部
班
長
　
藤
澤
　
幸
恵

第
三
分
団
団
員
　
腰
原
　
裕
二

功
　
労
　
章
（
二
名
）

第
一
分
団
部
長
　
竹
内
　
正
文

第
二
分
団
班
長
　
藤
澤
　
良
太

精
　
勤
　
章
（
四
名
）

第
一
分
団
班
長
　
久
保
田
智
也

第
一
分
団
班
長
　
上
條
　
圭
佑

第
三
分
団
班
長
　
星
野
　
　
卓

第
三
分
団
団
員
　
山
本
　
広
野

令
和
六
年 

生
坂
村
消
防
団
出
初
式
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令
和
六
年
の
新
春
を
迎
え
一

月
九
日（
火
）に
生
坂
村
賀
詞
交

歓
会
を
や
ま
な
み
荘
大
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
国
会
議
員
と
県
議

会
議
員
、（
株
）
松
本
山
雅
の
神

田
社
長
に
来
賓
と
し
て
ご
臨
席

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
村
議
会

議
員
、区
長
、各
団
体
の
皆
様
に

ご
出
席
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
規
模
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
交
歓
会
の
冒
頭
、
一
月
一
日

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼

の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
祈
り

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

【
感
謝
状
】（
敬
称
略
）

前
区
長山

　
﨑
　
清
　
一

高
　
野
　
儀
　
一

藤
　
澤
　
知
　
弘

久
保
田
　
敏
　
通

平
　
林
　
悦
　
郎

石
　
川
　
君
　
二

五
十
嵐
　
清
　
一

腰
　
原
　
義
　
雄

牛
　
越
　
　
　
猛

前
選
挙
管
理
委
員

竹
　
内
　
　
　
勇

井
　
口
　
　
　
栄

丸
　
山
　
保
　
隆

小
　
山
　
博
　
章

前
農
業
委
員

久
保
田
　
茂
　
樹

小
　
林
　
　
　
紘

瀧
　
澤
　
寿
　
教

平
　
林
　
悦
　
郎

石
　
原
　
小
百
合

藤
　
澤
　
亀
美
子

大
　
沼
　
恵
　
美

腰
　
原
　
久
　
男

丸
　
山
　
政
　
宏

前
人
権
擁
護
委
員

石
　
川
　
み
ゆ
き

行
政
運
営
へ
の
協
力

山
　
越
　
正
　
義

黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。ま
た
、村

長
式
辞
で
は
、
村
が
取
り
組
ん

で
い
る
各
種
事
業
、
今
後
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
触
れ
、
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
表
彰
者
の
皆
様
に

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

総
合
表
彰
式
で
は
、
前
年
ま

で
各
分
野
で
村
の
発
展
の
た
め

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
二
四
名

の
皆
様
に
、
村
長
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

贈
呈
の
後
、
選
挙
管
理
委
員

長
と
し
て
選
挙
の
適
正
な
執
行

に
あ
た
ら
れ
て
き
た
竹
内
勇
様

よ
り
「
任
期
中
に
は
い
く
つ
も

の
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
間
違
い

の
な
い
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う

常
に
緊
張
感
を
も
っ
て
職
務
に

あ
た
っ
て
き
た
。
職
責
を
全
う

で
き
た
こ
と
は
、
関
係
皆
様
の

ご
協
力
と
、
ご
支
援
の
お
か
げ

で
あ
り
、
今
後
も
村
の
発
展
の

た
め
協
力
し
て
い
き
た
い
。」と

受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
生
坂
村
消
防
団
で
は
、
市
町

村
振
興
宝
く
じ（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
）の
収
益
金
を
財
源
と
し
て
い

る
公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町

村
振
興
協
会
の
地
域
活
動
助
成

事
業
を
活
用
し
、
消
防
資
機
材

等
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

今
回
、
助
成
を
い
た
だ
き
整

備
し
た
も
の
は
、
小
回
り
の
利

く
ガ
ン
タ
イ
プ
ノ
ズ
ル
、ノ
ズ
ル

や
ホ
ー
ス
を
ひ
と
ま
と
め
に
収

納
で
き
る
ホ
ー
ス
バ
ッ
グ
、機
能

別
団
員
の
活
動
服
等
で
す
。

　
今
後
、
整
備
し
た
資
機
材
等

を
有
効
に
活
用
し
、
安
全
に
配

慮
し
な
が
ら
効
果
的
、
効
率
的

に
消
火
活
動
や
予
防
消
防
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の
一
環

と
し
て
、
地
域
社
会
の
健
全
な

発
展
と
、
住
民
福
祉
の
向
上
を

目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

宝
く
じ
助
成
金
で
ガ
ン
タ
イ
プ
ノ
ズ
ル
や

宝
く
じ
助
成
金
で
ガ
ン
タ
イ
プ
ノ
ズ
ル
や

機
能
別
団
員
の
活
動
服
等
を
整
備

機
能
別
団
員
の
活
動
服
等
を
整
備

▶
活
動
服

▶
ガ
ン
タ
イ
プ
ノ
ズ
ル

令
和
六
年

令
和
六
年  

生
坂
村
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

生
坂
村
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

多
く
の
ご
来
賓
ご
臨
席
の
も
と
総
合
表
彰
式
で
二
四
名
の
方
に
感
謝
状

多
く
の
ご
来
賓
ご
臨
席
の
も
と
総
合
表
彰
式
で
二
四
名
の
方
に
感
謝
状
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■
山
本
康
裕

【
ポ
ジ
シ
ョ
ン
】
Ｍ
Ｆ

【
生
年
月
日
】一
九
八
九
年
一
〇

月
二
九
日
（
三
四
歳
）

【
身
長
／
体
重
】
一
七
九
㎝
／

七
七
㎏

★
注
目
ポ
イ
ン
ト

　
二
〇
二
三
シ
ー
ズ
ン
は
Ｊ
１

に
昇
格
し
た
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
に

所
属
。
レ
ン
タ
ル
移
籍
期
間
を

除
く
一
七
年
間
を
ジ
ュ
ビ
ロ
磐

田
で
プ
レ
ー
し
、
プ
ロ
キ
ャ
リ

ア
一
九
年
目
に
し
て
初
の
完
全

移
籍
で
加
入
。
名
前
も
実
績
も

十
分
。ピ
ッ
チ
内
外
に
お
い
て
、

そ
の
背
中
で
何
を
語
っ
て
く
れ

る
の
か
注
目
で
す
！

お
問
い
合
わ
せ

　
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

　☎
八
八-

五
四
九
〇

●
新
加
入
選
手
紹
介

　
二
〇
二
四
シ
ー
ズ
ン
に
松
本

山
雅
Ｆ
Ｃ
へ
新
た
に
加
入
す
る

選
手
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
馬
渡
和
彰

【
ポ
ジ
シ
ョ
ン
】
Ｄ
Ｆ

【
生
年
月
日
】一
九
九
一
年
六
月

二
三
日
（
三
二
歳
）

【
身
長
／
体
重
】
一
七
五
㎝
／

七
二
㎏

★
注
目
ポ
イ
ン
ト

　
二
〇
二
三
シ
ー
ズ
ン
は
Ｊ
１

浦
和
レ
ッ
ズ
に
所
属
。
過
去
に

は
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
や
川

崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
な
ど
に
も
所

属
し
て
お
り
、
経
験
も
実
力
も

豊
富
な
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
。
右
足

か
ら
放
た
れ
る
精
度
の
高
い
ク

ロ
ス
で
ア
シ
ス
ト
を
量
産
し
、

ど
れ
だ
け
サ
イ
ド
か
ら
の
攻
撃

に
厚
み
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で

き
る
か
注
目
で
す
！

■
高
井
和
馬

【
ポ
ジ
シ
ョ
ン
】
Ｆ
Ｗ

【
生
年
月
日
】一
九
九
九
年
八
月

五
日
（
二
九
歳
）

【
身
長
／
体
重
】
一
七
八
㎝
／

七
五
㎏

★
注
目
ポ
イ
ン
ト

　
二
〇
二
三
シ
ー
ズ
ン
は
Ｊ
１

横
浜
Ｆ
Ｃ
に
所
属
。
レ
ノ
フ
ァ

山
口
時
代
に
は
霜
田
監
督
の
も

と
で
二
年
半
プ
レ
ー
。
攻
撃
的

な
霜
田
サ
ッ
カ
ー
を
知
り
つ
く

し
た
実
力
派
Ｆ
Ｗ
。
ゴ
ー
ル
前

で
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
と
き
の
ア

イ
デ
ア
溢
れ
る
プ
レ
ー
に
注
目

で
す
！

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
通
信

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
通
信

Ⓒ2011 YAMAGA

　
能
登
半
島
地
震
が
元
日
に
発

生
し
ま
し
た
。
や
ま
な
み
荘
で

は
一
月
八
日
か
ら
二
一
日
ま
で

食
堂
と
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で「
大

根
と
ブ
リ
の
ア
ラ
煮
定
食
」
を

提
供
し
、
売
り
上
げ
の
う
ち
二

〇
〇
円
を
義
援
金
と
し
て
社
会

福
祉
協
議
会
へ
預
け
ま
し
た
。

期
間
中
は
二
〇
八
食
分
の
義
援

金
を
含
め
、
総
額
八
万
四
千
八

百
六
十
三
円
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
や
ま
な
み
荘
で
は
ラ
ー
メ
ン

フ
ェ
ア
と
寒
の
土
用
丑
フ
ェ
ア

を
開
催
し
て
い
ま
す
。ラ
ー
メ
ン

フ
ェ
ア
は
昨
年
一
一
種
類
の

ラ
ー
メ
ン
で
行
っ
た【
ラ
ー
メ
ン

総
選
挙
】で
限
定
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
出
し
た
四
種
類
の
う
ち
、「
麻

婆
ラ
ー
メ
ン
」「
ス
ー
ラ
ー
タ
ン

麺
」「
鯛
カ
マ
ね
ぎ
塩
ラ
ー
メ
ン
」

の
三
種
類
を
復
活
し
、
新
メ

ニ
ュ
ー
の「
ほ
ろ
ほ
ろ
手
羽
先
の

カ
レ
ー
ラ
ー
メ
ン
」を
加
え
ま
し

た
。
ど
れ
も
人
気
で
好
評
を
い

た
だ
い
で
お
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
春
の
催
事
に
は
、
や
ま
な
み

荘
の
宴
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。日
帰
り
で
一
〇
名
、宿
泊

で
八
名
お
集
ま
り
い
た
だ
く

と
、一
名
分
の
宴
会
料
理
を
サ
ー

ビ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
く「
団
体
プ

ラ
ン
」や
、量
よ
り
質
を
重
視
し

て
料
理
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

「
絶
品
グ
ル
メ
会
席
」
を
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、復
興
支

援
に
向
け
再
度
義
援
金
付
き

フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

ゆ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

うな丼

4
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生
坂
小
学
校
で
は
、
児
童
の

健
康
を
保
持
増
進
す
る
た
め
に

様
々
な
健
康
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
先
日
実
施
し
ま
し
た

「
元
気
週
間
」令
和
六
年
一
月
一

五
日（
月
）
～
一
九
日（
金
）に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童
の
皆
さ
ん
が
、
寒
い
冬

を
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
て

あ
ら
い
・
換
気
の
感
染
症
対
策

に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、正

し
い
姿
勢
に
つ
い
て
、
適
正
姿

勢
指
導
士
　
阪さ

か
が
み上
晃あ
き
こ子
さ
ん
か

ら
、
学
年
ご
と
に
ご
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
姿
勢
を
正
す
こ
と

姿
勢
、舌
の
位
置
等
に
つ
い
て
、

実
践
を
交
え
な
が
ら
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
学
生
の
う
ち
か
ら
正
し
い

姿
勢
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
、

大
人
に
な
っ
た
と
き
に
も
心
身

と
も
に
良
い
影
響
が
あ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

〈
一
・
二
年
生
〉

は
免
疫
力
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
そ
う
で
す
。

◇
て
あ
ら
い
カ
レ
ン
ダ
ー
の

　
取
り
組
み

　
手
を
石
け
ん
で
き
れ
い
に
洗

え
た
ら
、シ
ー
ル
を
貼
り
ま
す
。

冬
に
流
行
り
や
す
い
感
染
症
予

防
に
と
っ
て
、一
番
大
切
な「
て

あ
ら
い
」
を
も
う
一
度
見
直
し

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
こ
め

て
実
施
し
ま
し
た
。
ど
の
学
年

も
普
段
よ
り
て
あ
ら
い
を
意
識

し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。

◇
姿
勢
指
導
の
様
子

　
生
坂
小
学
校
で
は
毎
年
、
適

正
姿
勢
指
導
士
　
阪
上
晃
子
さ

ん
か
ら
姿
勢
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
低
学
年
の
み
の
指
導
で
し
た

が
、
今
年
度
は
全
校
が
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

　
姿
勢
を
良
く
す
る
こ
と
で
、

①
身
長
が
伸
び
る
、
②
太
り
づ

ら
く
な
る
、
③
風
邪
を
ひ
か
な

い
、④
学
習
能
力
Ｕ
Ｐ
、⑤
ケ
ガ

を
し
に
く
く
な
る
、
⑥
明
る
い

性
格
に
な
る
、
と
い
っ
た
効
果

が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
立
位
の
姿
勢
、
座
っ
た
時
の

〈
五
年
生
〉

〈
三
年
生
〉

〈
六
年
生
〉

〈
四
年
生
〉

生坂小学校の生坂小学校の
健康教育について健康教育について

小学校だより

部活も生徒会も！

勉強を今よりもっとがんばりたい

学習（特に英語を頑張りたい）

一回一回の定期テスト

進路に向けての勉強

最上級生として学校をリードする

計画的にコツコツ取り組めるようになりたい

部活をいまよりもーっともーっと頑張る！

たくさんの人に話しかけること

受験勉強

年Ａ組学級目標 全力
ぜんりょく

翔
しょう

稔
ねん あなたが全力で頑張りたい

ことは何ですか？
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中学校だより

部活も生徒会も！

勉強を今よりもっとがんばりたい

学習（特に英語を頑張りたい）

一回一回の定期テスト

進路に向けての勉強

最上級生として学校をリードする

計画的にコツコツ取り組めるようになりたい

部活をいまよりもーっともーっと頑張る！

たくさんの人に話しかけること

受験勉強

年Ａ組学級目標 全力
ぜんりょく

翔
しょう

稔
ねん あなたが全力で頑張りたい

ことは何ですか？

中学校生活真ん中の1年間を終えようとしています。２年生として多くの場で活躍し、全力で悩み、
全力で学んだ1年でした。
職場体験学習を通して、「働く人」のこだわりやすごさを感じたり、自分がどんな働き手になりた
いかを考えたりしました。標津町交流学習を通して、自分たちとは異なる文化に触れる面白さや、新
しく出会った人達と交流することの楽しさと難しさを感じました。また、合唱やプレゼンを発表する
機会が多くあった1年でした。日々の合唱練習を積み重ねていくことや、リハーサルを通してイメー
ジを共有すること、仲間と声を掛け合いながら進めていくことの大切さを学びました。生徒会や部活
動では、引き継ぎが行われ、ついに全体を引っぱっていく立場になりました。自分たちの力を存分に
発揮する充実感を味わったり、改めて先輩の偉大さを感じたりしました。
来年は最終学年の３年生。来年も全力で羽ばたき、大きな稔りのある１年間にしていきましょう！

２年Ａ組担任　上條示雄
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村
で
は
、
こ
れ
ま
で
鳥
獣
柵

の
整
備
や
個
体
数
調
整
な
ど
の

鳥
獣
対
策
を
実
施
し
て
い
る
も

の
の
、
未
だ
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
各
地
域
の
皆
様
に
は
、
農
繁

期
が
始
ま
る
前
に
、
鳥
獣
柵
の

点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

誘
因
物
を
除
去
し
て
い
た
だ

き
、
鳥
獣
被
害
防
止
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝

侵
入
防
止
柵
等
の
定
期
的
な

点
検

　
村
内
に
は
各
地
区
に
広
域
的

な
鳥
獣
防
止
柵
を
約
二
〇
㎞
設

置
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
設
置

し
て
か
ら
一
〇
年
以
上
経
過
し

て
い
る
柵
も
あ
り
、
経
年
劣
化

等
で
網
に
穴
が
開
い
た
り
、
獣

に
よ
り
柵
の
下
を
め
く
ら
れ
た

り
し
て
入
ら
れ
て
し
ま
う
事
例

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
各
地
区
の
柵
を
管
理
す
る
皆

様
に
は
、
定
期
的
に
見
回
り
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
、
破
損
箇

所
の
修
繕
等
適
正
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

⃝

猟
友
会
と
狩
猟
免
許

　
村
で
は
、
猟
友
会
へ
入
会
し

有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
に
従
事
し

て
い
た
だ
け
る
方
の
狩
猟
免
許

取
得
や
更
新
に
か
か
る
一
部
経

費
に
対
し
て
補
助
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
猟
友
会
の
活
動
は
、
有
害
鳥

獣
の
駆
除
を
は
じ
め
、
講
習
会

や
研
修
会
、
鳥
獣
の
供
養
、
射

撃
大
会
へ
の
出
場
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
会
員
に
な
る
こ
と
で
、
狩
猟

登
録
に
か
か
る
費
用
や
保
険
料

の
個
人
負
担
が
無
く
な
り
、
く

く
り
罠
等
の
猟
具
に
つ
い
て
も

一
部
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
有
害
鳥
獣
駆
除
に
従

事
し
て
鳥
獣
を
捕
獲
さ
れ
た
場

合
は
、
村
か
ら
報
奨
金
を
お
支

払
い
い
た
し
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
や
、
入
会
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
振
興

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
令
和
六
年
度
の
松
本

地
区
狩
猟
免
許
試
験
の
日
程
は

⃝

村
の
補
助
金

　
個
人
や
地
域
で
設
置
す
る
鳥

獣
防
除
機
具
に
対
し
て
の
補
助

を
実
施
し
て
い
ま
す
。個
人
で
の

設
置
や
、
区
や
常
会
等
で
設
置

す
る
際
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

⃝

有
害
捕
獲
と
狩
猟
の
違
い

　
　
　
　【生
坂
村
の
場
合
】

※
無
許
可
で
鳥
獣
を
捕
獲
す
る

こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

⃝

被
害
に
遭
わ
れ
た
場
合

　
村
で
は
、鳥
獣
の
出
没
状
況
や

被
害
状
況
を
集
計
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
を
効
果
的
に
実
施
す
る

た
め
に
も
、
農
作
物
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
や
サ
ル
や
ク
マ
を
目

撃
し
た
際
は
、役
場
振
興
課（
☎

六
九-

三
一
一
二
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

鳥
獣
対
策
　
～
ス
ト
ッ
プ
鳥
獣
害
～

鳥
獣
対
策
　
～
ス
ト
ッ
プ
鳥
獣
害
～

資　格 必要な手続き 場所・時期

有害捕獲 原則として狩猟免
許を有する者

県、村より有害捕獲
の許可を受けた者

〈場所〉生坂村全域
〈時期〉１年を通じて

狩　猟 狩猟免許を有する
者

長野県で狩猟者登
録をした者

〈場所〉県内捕獲禁止場所以外
〈時期〉狩猟期11/15 ～ 2/15
（シカ、イノノシ捕獲のための
「わな猟」は、3/15まで延長）

↑水稲被害 ↑獣による柵の破損

鳥獣対策防除機具等設置事業補助金

補助対象者 個人の場合 複数人、地域、団体の場合

補助対象経費 防除機具等の購入に要す
る経費（圃場あたり1件）

防除機具等柵の設置に要
する経費

補助率 補助率　1/2
上限10万円

補助率　3/4
上限30万円

決
ま
り
次
第

周
知
い
た
し

ま
す
。
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『
変
化
と
進
化
の
六
年
目
』

　
今
年
も
残
り
一
〇
か
月
と
な

り
ま
し
た
。
皆
様
い
か
が
お
過

ご
し
で
す
か
？

　
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
時
間
の

流
れ
が
速
く
な
っ
た
と
感
じ
て

い
る
駅
長
で
す
。
　

　
い
く
さ
か
の
郷
は
二
〇
一
九

年
四
月
二
七
日
に
道
の
駅
と
し

て
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
今
年
で

五
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
六
年
目
の
い
く
さ
か
の
郷
は

オ
ー
プ
ン
時
と
比
べ
て
変
化
し

て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　
村
民
の
皆
様
の
買
い
物
補
助

的
機
能
と
し
て
の
役
割
、
生
坂

村
産
農
産
物
や
商
品
の
販
売
と

と
も
に
、
生
坂
村
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
来

村
さ
れ
る
お
客
様
に
生
坂
村
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、

「
遊
ん
で
」

「
食
べ
て
」

「
泊
ま
っ
て
」

「
買
っ
て
」

帰
路
に
つ
く
と
い
う
一
連
の
旅

の
流
れ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

過
程
に
は
悩
み
や
迷
い
が
様
々

生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　
頭
の
中
が
煮
詰
ま
っ
て
く
る

と
つ
ま
ら
な
い
こ
と
で
悩
み
ま

せ
ん
か
？

　
最
近
の
駅
長
の
悩
み
と
い
え

ば
昔
話
の
「
桃
太
郎
」。

　
家
来
に
し
た
の
は「
犬
」「
猿
」

「
雉
」
な
ん
で
す
が
、
桃
太
郎
は

な
ぜ
「
鳥
」
で
は
な
く
「
雉
」
と

断
定
し
た
の
で
し
ょ
う
？「
雉
」

よ
り
も
家
来
に
す
る
な
ら「
鷹
・

鷲
」
の
ほ
う
が
鬼
退
治
に
は
向

い
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。

「
犬
」も
犬
種
は
何
だ
ろ
う
か
？

「
猿
」は
ニ
ホ
ン
ザ
ル
？
い
ろ
い

ろ
と
変
化
さ
せ
る
と
慣
れ
親
し

ん
だ
昔
話
も
変
化
し
て
楽
し
め

ま
す
。

　
と
駅
長
は
、
た
ま
に
こ
ん
な

こ
と
を
考
え
な
が
ら
眠
れ
な
く

な
る
人
で
す
（
笑
）

観
光
の
基
点
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
く
の
お
客
様
に
来

店
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

「
商
品
力
」
の
追
求
と
「
ブ
ラ
ン

ド
力
」の
強
化
の
た
め
、試
行
錯

誤
す
る
日
々
で
す
。

　
現
在
は
、
様
々
な
商
品
を
仕

入
れ
て
販
売
し
て
い
ま
す
が
、

将
来
的
に
は
生
坂
村
産
の
商
品

を
メ
イ
ン
に
、
長
野
県
や
色
々

な
地
域
の
美
味
し
い
も
の
が
あ

る
道
の
駅
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
ず
は
一
人
で
も
多
く
の
お

客
様
に
ご
来
店
し
て
い
た
だ

き
、三
年
後
、五
年
後
、一
〇
年

後
に
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
と
な

る
集
客
力
を
上
げ
、
未
来
の
生

坂
村
へ
ジ
ャ
ン
プ
で
き
る
バ
ト

ン
を
渡
し
た
い
で
す
ね
。

　
六
年
目
の
今
年
は
、お
客
様
に

よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
道

の
駅
と
し
て
の
変
化
と
進
化
を

意
識
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
未
来
を
創

造
し
、
そ
の
時
代
に
携
わ
れ
る

こ
と
は
楽
し
い
で
す
が
、
そ
の

　
生
坂
村
農
産
物
加
工
施
設
で

は
、一
年
を
通
し
て
豆
腐
作
り
を

し
て
い
ま
す
。
か
あ
さ
ん
豆
腐

は
豆
の
風
味
、
甘
味
が
あ
り
と

て
も
美
味
し
い
お
豆
腐
で
す
。

豆
腐
の
製
造
過
程
で
は
、
た
く

さ
ん
の
お
か
ら
が
出
ま
す
。こ
の

お
か
ら
を
利
用
し
て
何
か
作
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
と
考
え
、食

べ
や
す
く
、誰
も
が
好
き
な
コ
ロ

ッ
ケ
に
お
か
ら
を
入
れ
た「
お
か

ら
コ
ロ
ッ
ケ
」作
り
を
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、お
か
ら
の
分
量

調
整
を
何
度
も
繰
り
返
し
行

い
、そ
の
結
果
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
お

か
ら
の
食
感
が
絶
妙
な
美
味
し

い
お
か
ら
コ
ロ
ッ
ケ
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
醤
油
味
と
、
カ

レ
ー
味
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
お
か
ら
に
は
、質
の
良
い
タ
ン

パ
ク
質
な
ど
の
栄
養
が
豊
富

で
、
食
物
繊
維
は
便
秘
に
も
効

果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
栄
養
満
点
の
お
か
ら
を
た

く
さ
ん
摂
取
で
き
て
言
う
こ
と

な
し
で
す
。
お
か
ら
コ
ロ
ッ
ケ

は
、か
あ
さ
ん
家
食
堂
メ
ニ
ュ
ー

の
定
食
で
お
召
し
上
が
り
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
様
食

べ
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

毎
月
第
二
金
曜
日
の
お
客
様
感

謝
デ
イ
で
は
お
安
く
お
求
め
い

た
だ
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
そ
の
他
に
も
お
か
ら
ク
ッ
キ

ー
、お
か
ら
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
、お

か
ら
を
使
っ
た
商
品
も
あ
り
、

お
茶
請
け
に
バ
ツ
グ
ン
で
す
。

　
お
か
ら
を
使
っ
た
商
品
が
増

え
る
よ
う
、
私
達
も
頑
張
り
ま

す
。
今
年
も
か
あ
さ
ん
家
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

栄
養
満
点
お
か
ら
コ
ロ
ッ
ケ
を
作
っ
て
い
ま
す

か
あ
さ
ん
家

　
牛 

越  

秀 

子
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「
口
腔
機
能
低
下
症
」

　
お
口
の
機
能
低
下
、
加
齢
や

薬
の
副
作
用
な
ど
、
様
々
な
こ

と
が
原
因
で
引
き
起
こ
る
口
腔

乾
燥
は
、
唾
液
の
役
割
が
期
待

で
き
ず
、
口
腔
内
の
細
菌
が
増

え
た
り
、
汚
れ
が
定
着
し
や
す

く
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
口
腔

不
潔
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
む
し
歯
や
歯
周
病
が

進
行
し
た
り
、味
覚
低
下
、食
べ

づ
ら
い
・
話
し
づ
ら
い
な
ど
の

お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
口

を
良
い
状
態
で
保
つ
た
め
に
も

お
口
に
潤
い
を
持
た
せ
る
こ
と

は
重
要
で
す
。

①
口
腔
衛
生
状
態
不
良

・
歯
磨
き
は
就
寝
前
を
含
め
一

日
二
回
以
上
行
い
ま
し
ょ

う
。

・
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
一
日
一
回

は
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
舌
ブ
ラ
シ
で
舌
の
汚
れ
を
丁

り
ま
せ
ん
。
虫
歯
や
歯
周
病

な
ど
で
グ
ラ
グ
ラ
し
て
い
る

歯
は
歯
科
治
療
が
必
要
で

す
。
噛
む
環
境
を
整
え
た
後

は
、
普
段
の
食
事
に
歯
ご
た

え
の
あ
る
食
材
や
調
理
を
取

り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

④
舌
圧
・
舌
口
唇
運
動
低
下

・
早
口
言
葉
や
滑
舌
の
練
習
、

頬
を
膨
ら
ま
せ
る
な
ど
口
を

し
っ
か
り
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

・
話
を
す
る
機
会
を
増
や
し
ま

し
ょ
う
。

・
舌
の
筋
力
を
鍛
え
る
運
動
を

し
ま
し
ょ
う
。

※
舌
や
唇
は
筋
肉
を
巧
み
に
使

い
、お
口
全
体
と
協
調
し
な
が

ら
お
口
の
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。舌
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
う
と
、
舌
圧
の
値
が
上

昇
し
、
誤
嚥
の
減
少
や
肺
炎

リ
ス
ク
が
軽
減
し
ま
す
。

⑤
嚥
下
機
能
低
下

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
飲

み
込
み
や
呼
吸
す
る
時
に
必

要
な
力
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

生
坂
村
歯
科
診
療
所

寧
に
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

・
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
で
汚
れ
を

吐
き
出
し
ま
し
ょ
う
。

・
義
歯
は
毎
食
後
、
外
し
て
洗

い
ま
し
ょ
う
。

②
口
腔
乾
燥

・
お
口
を
し
っ
か
り
動
か
し
ま

し
ょ
う
。

・
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

・
ジ
ェ
ル
な
ど
の
お
口
の
保
湿

剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
口
の
渇
き
を
引
き
起
こ
す

服
薬
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
お
口
の
中
が
渇
い
て
い
る

と
、
歯
や
お
口
の
中
が
汚
れ

や
す
く
な
り
ウ
イ
ル
ス
が
活

動
し
や
す
い
環
境
が
で
き
て

し
ま
い
ま
す
。

③
咬
合
力
・
咀
嚼
力
低
下

・
義
歯
の
不
具
合
、む
し
歯
、歯

周
病
な
ど
の
歯
科
治
療
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

・
一
口
二
〇
～
三
〇
回
噛
む
こ

と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

・
色
々
な
種
類
の
食
品
を
摂
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
歯
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
て

も
し
っ
か
り
噛
め
る
と
は
限

　
一
月
二
三
日
（
火
）、
健
康
推

進
員
、食
生
活
改
善
推
進
員
、社

会
福
祉
協
議
会
職
員
を
対
象

に
、
お
口
の
健
康
を
考
え
る
講

座
（
歯
科
口
腔
保
健
推
進
研
修

会
）
が
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、歯
科
医
師
、歯
科

衛
生
士
か
ら
長
野
県
の
歯
科
疾

患
の
現
状
・
歯
周
病
が
全
身
に

与
え
る
影
響
や
予
防
方
法
、
口

腔
機
能
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る

口
腔
体
操
や
、
実
際
に
歯
ブ
ラ

シ
を
使
っ
た
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方

法
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。講
義
は
動
画
も
あ
り
、と
て

も
わ
か
り
易
く
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。講
義
終
了
後
に
は
、認
定

証
が
交
付
さ
れ
一
三
名
の
方
が

「
お
口
の
健
康
推
進
員
」と
し
て

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
健
康
福
祉
課
で
は
、
令
和
三

年
よ
り
歯
科
健
診
を
開
始
し
、

年
々
受
診
率
が
向
上
し
て
お

り
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
関
心
の

高
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
来
年

度
よ
り
歯
科
口
腔
保
健
事
業

に
、よ
り
力
を
入
れ
取
組
ん
で
い

く
計
画
で
、対
象
者
に
は
、保
健

師
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
個
別

支
援
等
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
訪
問
歯
科
診
療
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、村
内
で

は
利
用
者
が
少
な
い
現
状
で

す
。今
後
は
、訪
問
歯
科
診
療
が

よ
り
周
知
さ
れ
・
利
用
し
や
す

い
環
境
に
な
る
よ
う
、
情
報
発

信
を
行
い
、
通
院
が
難
し
い
皆

様
も
定
期
的
な
歯
科
診
療
・
健

診
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

お
口
の
健
康
を
考
え
る
講
座

お
口
の
健
康
を
考
え
る
講
座
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令和６年３月１日から

戸籍証明書の広域交付がはじまります

広域交付とは

本人等の戸籍証明書について、本籍地以外の市区町村の窓口でも請求できるよ
うになります。

これにより、本籍地が生坂村にない方でも、生坂村の窓口で戸籍証明書を請求
することができます。また、本籍地が生坂村にあっても、生坂村以外の市区町村
の窓口で請求することができます。

請求できる方

本人（戸籍に記載されている人）、配偶者、直系尊属（父母、祖父母など）、
直系卑属（子、孫など）

必要なもの

マイナンバーカードや運転免許証、パスポート等の官公署発行の顔写真付き本
人確認書類 有効期間内のもの

※上記のものをお持ちでない場合は請求できません。
※本人確認書類に記載されている住所や氏名が最新の情報でない場合は交付で

きません。

受付窓口

全国の各市区町村窓口 平日の午前 時 分から午後 時 分まで

手数料

・戸籍全部事項証明書 戸籍謄本 通 円
・除籍全部事項証明書 除籍謄本 通 円

注意事項

・郵送や委任状による請求はできません。
・生存配偶者は、死亡配偶者の婚姻前戸籍の請求はできません。
・戸籍の記載事項証明書、個人事項証明書 戸籍抄本 は交付できません。
・コンピュータ化されていない一部の戸籍謄本・除籍謄本は対象外です。
・戸籍の附票は広域交付の対象外です。

本籍地が遠くにある方で
も、最寄りの市区町村の
窓口で請求できます！
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生坂村版　地域交通トリセツ
ー 周回デマンドバス ー
動画が完成しました！

　令和５年度は、生坂村地域支え合い推進会議において、村の移

動サービスに関する分かりやすい情報発信方法について検討して

まいりました。その取り組みの 1つとして、デマンドバスの乗り

方に焦点をあてた映像①基本編、②予約・利用編が完成し、ICN

で放映中です。ぜひご覧ください。

　映像の他に、令和４年度に作成したパンフレット「生坂村版 

地域交通トリセツ」の WEB 版も作成中で、3 月からご利用い

ただけます。

◉お問い合わせ　生坂村役場健康福祉課　電話６９－３５００

生坂村地域支え合い推進会議 /長野県地域発元気づくり支援金活用事業

 
 

月は自殺対策強化月間です
コロナ感染症の影響もあり、令和４年度の自殺者数は、前年度を上回り、特に中高年男

性が増加し、小中高生では過去最高となりました。

例年３月は、自殺者数が多い傾向にあります。進学や転職により引っ越しをし、家族や友

人との別れなど生活環境が大きく変化することが要因と言われています。

今月は、電話や による相談支援体制が拡充されています。一人で悩まず、気軽に相

談しましょう。

「死んでしまいたい」「家族、友人に死にたいと訴える人がいる」「身内が自殺で亡くなっ

た」「学校の事で悩んでいる」「進学、将来の事が不安」そんな悩みを抱えている方

♦ 厚生労働省ウェブサイト まもろうよこころ
電話や の相談窓口などの情報を分かりやすく

紹介しています。

♦ 長野県いのちの電話
☎０２６３‐８８‐８７７６ １１：００～２２：００ 年中無休

専門家による対面での、無料相談会も行っています。

●村内で行われる、こころの相談会●

ご自身・ご家族のこころの不調や依存症、認知症の心配など、精神科医が相談に

応じます。

日時：３月１２日（火）１７時30分から

場所：生坂村 健康管理センター

申込み方法：予約制のため、３月８日（金）までに

生坂村 健康管理センター     ６☎ ９‐３５００へご連絡ください。

●くらしと健康の相談会●

失業、債務問題、家庭（夫婦）問題等において、弁護士による法律相談と保健師

による健康相談を行います。

日時：３月６・１３・２７日（水） １３～１５時 （相談時間は１組１時間まで）

場所：松本保健福祉事務所（松本合同庁舎内）

申込み方法：予約制のため、相談希望日の２日前までに松本保健福祉事務所

☎４０－１９３８または、生坂村 健康管理センターまでご連絡ください。
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健康寿命の延伸のためには、高血圧や糖尿病、心臓病、脳卒中、がんなどの生活習慣

病を予防することが大切です。日ごろから規則正しい食生活と適度な運動、休養を心掛

けましょう。特に肥満の方は、肥満を改善することが糖尿病などの生活習慣病を予防す

る上での基本になります。

食生活では、いろいろな食品を食べることが推奨されています。下記の『さあにぎや

かにいただく』は、 食品群の頭文字をとったものです。合言葉を覚えて、健康的な

食生活を送りましょう。

○さ 魚、○あ 油、○に 肉、○ぎ 牛乳、○や 野菜、○か 海藻、 に 、

○い 芋、○た 卵、○だ 大豆、○く 果物

今月は「レタスと豚肉のレンジ蒸し」のレシピをご紹介します。このレシピは、冷蔵

庫の中にある食品で簡単に作れて、摂り過ぎてしまいがちな油の摂取を減らせる料理で

す。ぜひご家庭でお試しください。

今回のおすすめレシピは

 
1人分 栄養価
エネルギー 94Kcal たんぱく質 12.7ｇ
脂質 2.8ℊ 炭水化物 3.4㎎  食塩相当量 1.4ｇ

作り方

① レタスは洗って５㎝角ぐらいにちぎる。も

やしは根部を取り除き洗う。肉は３㎝幅に

切る。

② 皿の真ん中にもやしを盛る。その周りにレ

タスで肉を巻いて並べる。

③ ラップをフワっとかけて、６００ｗの電子

レンジで６分加熱する。

④ 酢、しょうゆを混ぜ合わせてタレを作り、

③に回しかける。

材料（２人分）

レタス ２枚

もやし １００ｇ

豚スライス肉 １００ｇ

酢 大さじ２

しょうゆ 大さじ１．５

豚肉の代わりに鶏肉でも
ＯＫです。冷蔵庫の中にあ
るキャベツやきのこなど
の野菜でも美味しく作れ
ます。

生活習慣病予防のおすすめレシピ

レタスと豚肉のレンジ蒸し
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ガ
ス
コ
ン
ロ
や
電
気
を
用
い

た
調
理
器
具（
ヒ
ー
タ
ー
式
・
Ｉ

Ｈ
式
）
は
調
理
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
調
理
器
具
が
関
係
す
る
火

災
は
毎
年
火
災
発
生
原
因
の
上

位
を
占
め
、な
か
で
も「
コ
ン
ロ

の
消
し
忘
れ
」
に
よ
る
天
ぷ
ら

油
等
か
ら
の
出
火
が
多
く
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
理
中
は
調
理
器
具
か
ら
離

れ
な
い
よ
う
に
し
、
や
む
を
得

ず
離
れ
る
際
に
は
火
を
消
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、火
を
扱
わ
な

い
た
め
安
全
と
思
わ
れ
る
電
気

を
用
い
た
調
理
器
具
で
の
火
災

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
調

理
器
具
で
の
注
意
事
項
な
ど
を

も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

め
、防
炎
性
能
の
あ
る
エ
プ
ロ
ン

や
ア
ー
ム
カ
バ
ー
を
使
用
し
、コ

ン
ロ
の
奥
に
調
味
料
な
ど
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
】

　
台
所
に
設
置
で
き
る
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
火
災
を
早
期
に
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
設
置
が
義
務
化
さ

れ
て
一
〇
年
以
上
経
ち
ま
す
。

電
池
や
機
器
の
交
換
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
点
検
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
家
庭
用
消
火
器
の
使
用
】

　
天
ぷ
ら
油
等
に
火
が
入
っ
た

場
合
、
濡
れ
た
タ
オ
ル
で
鍋
を

ふ
さ
い
で
消
火
す
る
方
法
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
大
変
危
険
で
す
。
天
ぷ
ら

油
火
災
に
適
し
た
エ
ア
ゾ
ー
ル

式
簡
易
消
火
器
や
、
家
庭
用
の

消
火
器
が
あ
る
と
よ
り
効
果
的

に
消
火
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
消
火
の
際
は
避
難
路
を
確

保
し
た
上
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

松
本
広
域
消
防
局
明
科
消
防
署

☎
六
二-

二
九
九
二

【
ガ
ス
コ
ン
ロ
】

　
Ｓ
Ｉ
セ
ン
サ
ー（
温
度
セ
ン
サ

ー
）
付
き
の
物
を
使
用
し
ま
し

ょ
う
。こ
の
Ｓ
Ｉ
セ
ン
サ
ー
は
平

成
二
〇
年
一
〇
月
以
降
に
販
売

さ
れ
た
コ
ン
ロ
の
全
て
に
装
備

さ
れ
て
い
ま
す
。Ｓ
Ｉ
セ
ン
サ
ー

が
作
動
す
る
よ
う
鍋
等
の
サ
イ

ズ
、油
の
量
を
メ
ー
カ
ー
で
指
定

す
る
と
お
り
と
し
、Ｓ
Ｉ
セ
ン
サ

ー
部
の
焦
げ
や
汚
れ
を
取
り
除

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
電
気
を
用
い
た
調
理
器
具
】

　
ヒ
ー
タ
ー
式
の
調
理
器
具
で

は
、安
全
装
置
（
過
熱
、空
焚
き

防
止
等
）
付
き
の
物
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。ま
た
、ヒ
ー
タ
ー
部

に
ふ
き
ん
な
ど
の
燃
え
や
す
い

も
の
が
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
Ｉ
Ｈ
式
の
調
理
器
具
で
は
、

メ
ー
カ
ー
で
指
定
し
た
鍋
、
油

の
量
を
使
用
し
な
け
れ
ば
、
安

全
装
置
が
作
動
せ
ず
火
災
に
至

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
そ
の
他
共
通
事
項
】

　
コ
ン
ロ
周
り
を
掃
除
し
、
清

潔
を
保
ち
、周
り
に
ふ
き
ん
、新

聞
、
油
等
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
着
衣
へ
の
着
火
を
防
ぐ
た

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署

〈調理器具を原因とする住宅火災の予防〉

 　

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

一
月
の
明
科
高
校
か
ら

◎
明
科
高
校
を
語
る
会
　
開
催

今
年
で
一
八
回
目
と
な
る「
明

科
高
校
を
語
る
会
」を
、本
校
生

徒
会
主
催
の
行
事
と
し
て
、一
月

二
三
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、

明
科
地
域
で

様
々
な
活
動

に
取
り
組
ん

で
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
々
を

来
賓
と
し
て

お
招
き
し
て
、

高
校
生
と
一

緒
に
明
科
高
校
の
今
と
こ
れ
か

ら
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

地
元
か
ら
は
、学
校
評
議
員
三

名（
潮
区
長
さ
ん
、同
窓
会
長
さ

ん
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん
）に
加
え

て
、明
科
い
い
ま
ち
つ
く
ろ
う
か

い
‼
と
明
科
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
名

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
校
生
側
は
、
生
徒
会
本
部

役
員
一
三
名
と
委
員
会
の
正
副

委
員
長
か
ら
四
名
の
希
望
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、「
生
徒
会
と
し
て
校
内

で
取
り
組
み
た
い
こ
と
」に
つ
い

て
四
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
内
容

を
発
表
し
た
後
、五
グ
ル
ー
プ
で

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、グ
ル
ー
プ
討
議
の
様
子
を
全

体
で
共
有
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、①
生
徒
会
活
動
の

デ
ジ
タ
ル
化
、②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用

し
た
発
信
、③
ス
マ
ホ
の
回
収
方

法
の
改
善
、④
明
科
高
校
の
過
ご

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
で
し

た
。来

賓
の
方
か
ら
は
、「
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
、（
中
学
生
に
向
け
て
）

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
に

も
な
る
の
で

は
な
い
か
」

「
生
徒
が
自

立
心
を
も
っ

て
生
活
で
き

る
と
、い
ろ
い

ろ
な
課
題
へ

の
解
決
策
も

見
つ
か
る
の

で
は
」な
ど
の
助
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
文
責
　
教
頭
　
倉
下
直
）
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■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
in
生
坂

　
今
年
度
も
、一
月
一
八
日（
木
）

に
子
育
て
支
援
施
設
ぴ
よ
ぴ
よ

ひ
ろ
ば
に
て
、「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

in
生
坂
」と
し
て
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ

ッ
ク
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
絵
本
を
通

し
て
心
ふ
れ
あ
う
時
を
つ
く

る
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
る
活

動
で
す
。

　
一
九
九
二
年
、
イ
ギ
リ
ス
で

始
ま
っ
た
こ
の
活
動
は
、
二
〇

〇
〇
年
頃
、日
本
へ
広
が
り
、今

で
は
全
国
の
市
町
村
で
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
生
坂
村
で
は
、
村
内
在
住
の

の
場
が
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
生
む
場
と
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

児
童
館
か
ら
お
知
ら
せ

■
第
七
回 

ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
で

走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
毎
年
恒
例
の「
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー

ク
」を
、三
月
二
一
日（
木
）に
行

い
ま
す
。

　
今
年
は
草
尾
地
区
に
通
行
止

め
区
間
が
あ
る
た
め
、例
年
と
違

う
コ
ー
ス
ま
た
は
体
育
館
で
行

い
ま
す
。走
る
距
離
は
実
際
の
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
ブ
リ
ッ
ジ
を
目

指
す
距
離
と
同
じ
、下
ノ
田
～
昭

津
～
児
童
館
間
の
、往
復
距
離
八

八
〇
〇
ｍ
の
コ
ー
ス
で
す
。
　

　
お
子
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、保
護

者
の
皆
さ
ん
も
、ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
春
が
来
た
喜
び
を
感
じ
な
が

ら
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

　
参
加
希
望
の
方
は
、所
定
の
用

紙
に
ご
記
入
、も
し
く
は
お
電
話

で
ご
連
絡
の
上
、児
童
館
ま
で
申

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
児
童
館
　
六
九-

三
〇
五
〇

満
一
歳
の
お
子
さ
ま
を
対
象
に

絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
、
対
象
の
お
子
さ
ま

は
一
〇
名
で
、
そ
の
う
ち
本
の

贈
呈
式
に
は
五
名
が
ご
参
加
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
保
護
者
が
事
前
の
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
選
ん
だ
本
を
、
村
長
よ

り
専
用
の
布
バ
ッ
グ
に
入
れ
て

手
渡
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
初
め
て
の
同
級
会

と
な
る
こ
の
場
で
、そ
れ
ぞ
れ
自

己
紹
介
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

お
名
前
の
由
来
も
伺
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
が
自
然
と
本
と
の

関
わ
り
を
話
し
て
い
た
だ
い
た

の
が
印
象
的
で
和
や
か
な
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
お
子
さ
ま
の
本
と
の
出
合
い

　
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者

が
出
産
（
※
注
）
し
た
際
に
、出

産
前
後
の
一
定
期
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

（
※
注
）
出
産
と
は
、
妊
娠
八
五

日（
四
カ
月
）以
上
の
出
産
を
い

い
ま
す
。（
死
産
、
流
産
、
早
産

さ
れ
た
方
を
含
み
ま
す
。）

◦
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
期
間

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
四
カ

月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。ま
た
、多
胎
妊
娠

の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
三
カ

月
前
か
ら
六
カ
月
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

◦
対
象
者

　「
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険

者
」
で
出
産
日
が
平
成
三
一
年

二
月
一
日
以
降
の
方

　
た
だ
し
、
国
民
年
金
の
任
意

加
入
期
間
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

◦
届
出
期
間

　
出
産
予
定
日
の
六
カ
月
前
か

ら
届
出
可
能
で
す
。

◦
届
出
に
必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
個

人
番
号
が
わ
か
る
も
の

【
添
付
書
類
】

・
出
産
前
に
届
出
を
す
る
場
合

　
　
出
産
予
定
日
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

（
母
子
健
康
手
帳
、医
療
機
関

が
発
行
し
た
証
明
書
等
）

※
出
産
後
に
届
出
を
す
る
場
合

　
出
産
日
等
を
役
場
で
確
認

で
き
る
場
合
は
、
添
付
書
類

は
不
要
で
す
。

※
被
保
険
者
と
子
が
別
世
帯
の

場
合
、
出
産
日
及
び
親
子
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
書
類
（
戸
籍
謄
（
抄
）

本
、
出
生
証
明
書
、
住
民
票
、

母
子
健
康
手
帳
等
）
が
必
要

で
す
。

・
死
産
等
の
場
合

　
死
産
等
の
日
及
び
身
分
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
書
類（
死
産
証
明
書
、

死
胎
埋
火
葬
許
可
証
、
母
子

健
康
手
帳
、
医
療
機
関
が
発

行
し
た
証
明
書
等
）

◦
届
出
先

　
生
坂
村
役
場
住
民
課

　
☎
六
九-

三
一
一
三

き
ま
し
ょ！

図
書
室

産
前
産
後
の
国
民
年
金
保

産
前
産
後
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
！

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
！
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に
対
す
る
抵
抗
感
も
強
い
よ
う

で
す
。

し
か
し
、
世
界
で
も「
夫
婦

同
姓
制
」
を
採
用
し
て
い
る
の

は
日
本
だ
け
で
す
。

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
」

（
ど
ち
ら
も
結
婚
前
の
姓
を
名

乗
る
こ
と
を
選
べ
る
）な
ど
、別

姓
を
選
択
で
き
る
た
め
の
議
論

な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
制
度
を

正
し
く
理
解
し
、
ど
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
か
考
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

現
在
の
日
本
の
民
法
で
は
、

結
婚
に
際
し
て
、
ど
ち
ら
か
一

方
が
氏（
名
字
）
を
改
め
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
男
性
の
氏

を
選
び
女
性
が
氏
を
改
め
る

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
女
性
の
社
会
進

出
に
伴
い
、
時
代
と
と
も
に
働

き
方
が
変
化
し
て
い
る
中
で
、

氏
を
変
え
る
こ
と
に
よ
る
職
業

生
活
上
や
日
常
生
活
上
で
の

様
々
な
不
便
・
不
利
益
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は「
家
制
度
」
の
風

習
が
根
強
い
た
め
、
夫
婦
別
姓

男女共同参画男女共同参画
みんなで考えよう！
身近なジェンダー

～ 別姓夫婦 ～

第11回

Ⓒ
段

　丹
映
子

　無
断
転
載
禁
止
（
「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
）

■入札結果（1月）� （単位：千円）

担当課
入札日 種別 事　業　名 実施・納品場所 落�札�業�者 落札価格

振興課
１月30日 工事 令和５年度　緊急自然災害防止対策事業

（林道防災） 林道入山線 平林建設（株） 4,895

振興課
１月30日 工事 令和５年度　緊急浚渫推進事業 生坂村下生坂 平林建設（株） 2,365

　
寒
さ
の
底
を
迎
え
た
今
日
こ

の
頃
、
皆
様
お
変
わ
り
な
く
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
最
近
の
私
の
お
気
に
入
り
、

そ
れ
は
星
を
眺
め
る
こ
と
で
す
。

生
坂
っ
て
星
空
が
き
れ
い
で
す

よ
ね
。
帰
り
道
、
い
つ
も
二
時

の
方
角
に
見
え
る
特
に
キ
ラ
キ

ラ
し
た
あ
の
星
に
「
今
日
も
き

れ
い
だ
ね
」
と
話
し
か
け
な
が

ら
ぽ
つ
ん
と
ひ
と
り
。
見
と
れ

す
ぎ
て
足
元
が
疎
か
に
な
り
、

膝
に
大
き
な
青
ア
ザ
を
作
っ
た

の
は
こ
こ
だ
け
の
話
。

　
仕
事
終
わ
り
の
霞
ん
だ
目
で

も
こ
ん
な
に
輝
い
て
見
え
る
ん

だ
か
ら
、
曇
り
な
き
眼
で
見
る

こ
と
が
で
き
た
な
ら
ど
れ
だ
け

美
し
い
だ
ろ
う
か
…
。
正
確
な

ピ
ン
ト
調
節
機
能
が
復
活
し
て

ほ
し
い
、
が
ん
ば
れ
私
の
瞳
。

　
皆
様
の
ご
自
宅
か
ら
見
上
げ

る
空
に
は
、
ど
ん
な
星
が
輝
い

て
い
ま
す
か
。

　
今
月
も
お
付
き
合
い
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
月
号
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

（
西
村
）

編
集
後
記

編
集
後
記
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わが家の推しメン

映
え
を
気
に
す
る

我
が
家
の
愛
犬

ボス
（11歳、MIX）
下生坂 /藤澤 淳さん

カ
メ
ラ
目
線
は

ち
�
�
と
苦
手…

◆
お
悔
や
み

お
悔
や
み

　　申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す
◆

坂
爪
　
基
浩 

さ
ん（
83
歳  

上
生
坂
）

太
田
シ
マ
コ 

さ
ん（
98
歳  

下
生
野
）

白井　心
み さ き

咲 ちゃん（1歳）
宇留賀／亮一さん・舞さん

こんげつの

いい顔

雪遊び大好き！

　
生
坂
保
育
園
で
は
、二
月
二

日（
金
）に
豆
ま
き
を
行
い
ま

し
た
。

　
以
上
児
ク
ラ
ス
が
み
ん
な

で
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
豆
を
炒

り
、豆
箱
に
炒
っ
た
豆
を
入
れ

て
、ク
ラ
ス
ご
と
に
自
分
た
ち

で
製
作
し
た
鬼
の
面
を
か
ぶ

り
、遊
戯
室
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　
鬼
が
来
る
前
に「
鬼
の
パ
ン

ツ
」の
体
操
を
し
て
、大
き
な

声
で「
鬼
は
外
、福
は
内
」
と

豆
ま
き
の
練
習
も
し
ま
し
た
。

「
今
年
の
鬼
は
ど
こ
か
ら
現
れ

る
の
か
？ 

去
年
は
プ
ー
ル
側

か
ら
入
っ
て
来
た
よ
ね
」と
待

ち
構
え
て
い
る
と
、ス
テ
ー
ジ

の
幕
の
中
か
ら「
ド
ン
ド
ン

‼
」
と
大
き
な
足
音
が
聞
こ

え
て
、大
き
な
赤
鬼
が
登
場
し

ま
し
た
。

　
怖
く
て
鬼
の
入
っ
て
来
な

い
避
難
場
所
に
入
っ
て
し
ま

う
子
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た

が
、
年
長
組
さ
ん
が
勇
気
を

出
し
て
、鬼
に
立
ち
向
か
い
、

「
鬼
は
～
外
」と
元
気
い
っ
ぱ

い
に
豆
を
投
げ
て
、
鬼
を
追

い
払
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
鬼

に
負
け
な
か
っ
た
よ
」
と
満

足
そ
う
で
し
た
。

　
鬼
が
逃
げ
て
行
っ
た
後
も

「
今
年
の
鬼
は
ど
こ
か
ら
入
っ

た
の
か
な
あ
。」「
鬼
は
逃
げ
て

生
坂
保
育
園
　
豆
ま
き

生
坂
保
育
園
　
豆
ま
き

ど
こ
に
行
っ
た
の
か
な
？
」「
去

年
の
鬼
と
は
違
っ
た
よ
‼
」
と
、

し
ば
ら
く
鬼
の
話
で
も
ち
き
り

の
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

☆
地
域
未
来
塾（
中
学
生
）

　
三
月
　
　
二
日
（
土
）

　
令
和
五
年
度
閉
講
式

　
　
　
午
後
一
時
一
五
分
～

会
場
・
Ｂ
＆
Ｇ 

二
階
会
議
室

☆
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

　
三
月
　
　
一
日
（
金
）

　
　
　
　
　
八
日
（
金
）

　
　
　
　
一
五
日
（
金
）

　
　
　
午
前
一
〇
時
～

会
場
・
Ｂ
＆
Ｇ 

二
階
会
議
室

三
月
　
公
民
館
教
室
・

社
会
教
育
、
生
涯
学
習

関
連
イ
ベ
ン
ト


